
階層
職員として求められる能力

※階層別研修における職階ごとに共通する役割に基づき求められる能力
階層別研修 級 人事制度との連携 キャリア形成

専門
研修

派遣研修 自己啓発

・組織方針を踏まえ組織の目標を定め、経営資源を効果的に活用し、計画的に進めて
いくことができる
・部下または組織に対して、方針を示して働きかけ、課題達成に導くことができる
・取り巻く状況を的確に把握し、先々を見通しつつ重要課題について基本的な方針を示
すことができる

７
級

・組織方針を踏まえ、適切に業務を配分した上、的確な指示を行い、部下の指導・育成
を行うことができる
・多様な職員のモチベーションを維持し、効率的に目標を達成することができる
・全市的な視点で課題の解決策を考えることができる
・想定外の事態が発生した際に、最善の判断をすることができる

6

級

・課長を補佐し、内部管理を適切に行うことができる
・課全体の業務の進捗状況をチェックし、状況に応じて軌道修正を行い、目標を達成す
ることができる
・リスクを予測または把握し、的確に対処することができる

５
級

・知識・経験および情報に基づき、冷静かつ迅速な判断を行うことができる
・人事制度等の機会を捉え、部下育成を行うことができる
・部下職員と信頼関係を構築し、目標を達成できるよう助言や支援を行うことができる
・自分の考えや意図を立場や意見の異なる相手に伝え、説得し、納得させることができる
・様々な角度から問題を究明し、課題解決に導くことができる

４
級

・主務として自らに期待されている役割を理解し、係長級を補佐しながら担当業務を遂
行することができる
・担当以外の業務についても、適切な支援をすることができる
・市政全般の観点から業務を遂行することができる
・組織目標と自らの役割を理解した上で、課題を設定し、行動することができる

3

級

・業務の本質を捉え、振り返りを行い、適切にＰＤＣＡサイクルを回すことができる
・職員として必要な知識等の向上に取り組むことができる
・業務の優先順位を付け、計画的に業務を進めることができる
・状況に応じてリーダーシップを発揮することができる

2

級

・他者のおかれている状況を理解し、配慮しながら、担当業務を適切に遂行できる
・業務指示の意図を的確に理解し、仕事に取り組むことができる
・相手が理解できるように説明することができる
・適切な後輩指導ができる

2

級
・
1

級

・大阪市職員として必要な基礎知識を身に付け、業務を遂行することができる
・社会人としてのマナーを身に付け、適切な行動をとることができる
・求められる役割や担当業務を理解し、必要となる知識を身に付けることができる
・適切に報告・連絡・相談を行い円滑に業務を進めることができる
・周囲の職員とコミュニケーションを取ることができる
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人材育成プログラム （行政職員等）

※ 人材育成・確保基本方針で職員に求められている能力や行動姿勢、キャリアに関することは共通項目とする。
※ 各階層に必要とされる能力は、能力が上がるにつれて積みあがっていくものと考え、下位の職員区分で必要とされた能力は、再度記述しない。

行政職3級等への
昇任選考



階層
職員として求められる能力

※階層別研修における職階ごとに共通する役割に基づき求められる能力
階層別研修 級 人事制度との連携 キャリア形成 自己啓発

・技能職員の総括管理者として、部門監理主任を指導し、関連部署の職員等と密に連携・調整を
行いながら、業務の目標を達成することができる
・部下との信頼関係を構築し、指導・助言の機会を通して部下のモチベーションを高めることができる
・職場のコミュニケーションを活発にし、意見の出やすい環境をつくる等、職場活性化に取り組むことが
できる
・業務効率、市民サービス向上等の観点から、業務・組織の改善・改革に取り組むことができる

３
級

・部門監理主任として、担当するチーム全般を指揮・監督しながら、円滑に業務を進めることができる
・技能統括主任を補佐し、関連する部署と密に連携・調整を行いながら、業務の目標を達成するこ
とができる
・業務遂行と部下育成の観点から、公正かつ客観的な評価及び面談等（人事考課等）ができ、
能力開発の方法を助言することができる

３
級

・業務主任としてチーム全体を指揮・監督しながら、円滑に業務を進めることができる
・市民の要請を正しく理解するとともに、法令・服務規律を遵守し、職場においてその推進に向けて
取り組むことができる
・部下を適切に指導・支援し、相談にのるなど、部下育成を行うことができる
・自己のキャリア形成について考え、自律的に能力開発に取り組むことができる

２
級

・業務指示の意図を的確に理解して、責任をもって担当業務を遂行することができる
・同僚職員と適切に報告・連絡・相談やコミュニケーションを円滑に図り、チームワークよく業務を遂行
することができる
・相手が理解できるように説明することができる
・市民に対して丁寧かつ公正・公平、誠実に対応することができる

１
級

・市政全般の知識を習得し、市政における自分の職務の役割を果たすことができる
・法令、服務規律等を理解し、市職員としての自覚を持ち業務を遂行することができる
・社会人としてのマナーを身に付け、適切な行動をとることができる
・同僚職員と円滑にコミュニケーションをとり、安全に業務を遂行することができる
・高い人権意識を持ち、職務を遂行することができる
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※ 人材育成・確保基本方針で職員に求められている能力や行動姿勢、キャリアに関することは共通項目とする。
※ 各階層に必要とされる能力は、能力が上がるにつれて積みあがっていくものと考え、下位の職員区分で必要とされた能力は、再度記述しない。
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